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2026年５月12日 

各 位 

会 社 名 ミナトホールディングス株式会社 

代 表 者 代表取締役会長兼グループCEO 若山 健彦 

 （コード：6862、東証スタンダード） 

問合せ先 常 務 取 締 役 C F O  三宅 哲史 
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報告セグメント変更に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、2027年３月期第１四半期連結会計期間より、報告セグメント

を変更することについて決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．報告セグメント変更の理由 

当社グループは、電気機器の製造販売を祖業とし本年 12 月で 70 周年を迎える企業グループです。

近年は、デジタル分野における企業が連携することで新しい製品やサービスで新市場の開拓を目指す

「デジタルコンソーシアム構想」を掲げ、他社との資本業務提携を含む戦略的なアライアンスを積極

的に進めております。その結果、2012 年当時は当社単独で事業を展開していた状況から大きく発展し、

現在では国内 12社、海外６社を擁する企業グループへと成長いたしました。グループ全体では、メモ

リーモジュールや半導体記憶装置の設計・製造・販売、半導体デバイスへのプログラム書込みサービ

ス、プログラム書込み装置や自動プログラミングシステムの製造・販売、ビデオ会議システムやデジ

タルデバイス周辺機器の企画・販売、電線・電子部品・電材等の販売、Web 制作やシステム開発、音

楽コンテンツサービスやイベント企画など、デジタル分野における多様な事業を展開しております。 

報告セグメントにつきましては、2024 年３月期第１四半期より【デジタルデバイス】【デジタルエン

ジニアリング】【ICT プロダクツ】の３セグメントで構成しておりましたが、近年の積極的な M&A によ

り複数の事業会社がグループに加わり事業範囲が拡大したことに伴い、経営の意思決定を迅速かつ的

確に行い将来の成長戦略を明確に示せるよう報告セグメントの見直しを行った結果、2027 年３月期第

１四半期連結会計期間より、下記２．の報告セグメントに変更することを決定いたしました。 

 

２．報告セグメント変更の内容 

変更後の報告セグメントは、【デジタルデバイス】（略称：DD）、【デジタルエンジニアリング】（略称：

DE）、【ICT プロダクツ】（略称：ICT）、【エレクトリカルマテリアルズ】（略称：EM、新規）、【デジタル

マーケティング】（略称：DM、新規）の５セグメントとなります。 

2026 年４月３日付でグループ会社となった、電線・電子部品・電材等の販売事業を手掛ける富士電

工株式会社を新セグメント【エレクトリカルマテリアルズ】として位置付けるほか、【デジタルマーケ
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ティング】を新設し、デジタルマーケティング事業、デジタルコンテンツ制作事業、DX ソリューショ

ン事業等を推進するグループ各社の有機的な連携を図り、幅広いお客様のマーケティングニーズに対

し最適化されたソリューションを提供することでさらなる成長を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．変更の時期 

2027 年３月期第１四半期決算短信より新セグメントにて報告いたします。 

 

以 上 


